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１ ラーバ等の出現状況 

 ラーバの調査地点は図1、出現数は表1、出現数の推移は図2、3のと

おりです。 

（１）ユウレイボヤ（通称：ハナ） 

 ラーバは見られませんでした。（表1、図2）。 

（２）ムラサキイガイ（通称：カラスガイ、シウリ） 

  ラーバは奥内沖で11月1日に6.7個体/ｍ3、11月9日に0.8個体/ｍ3、久

栗坂沖で11月6日に0.6個体/ｍ3、野辺地沖で11月1日に1.6個体/ｍ3、

11月9日に8.6個体/ｍ3見られました（表1、図3）。 
 

２ 今後の見込み 

（１）ユウレイボヤ 

  現在、陸奥湾内の中層の水温は17℃

前後です。 

 ユウレイボヤは20℃以下で産卵する

ので、今後本格的なラーバの出現と付

着が始まるものと思われます。 

 未分散のパールネットにユウレイボ

ヤが多く付着している地区では、ラー

バが出現する可能性があるので親ボヤ

を減らすために分散作業を進めてくだ

さい。また、ユウレイボヤは深いところ

で多く付着することが分かっているの

で、施設を沈めすぎないようにしま

しょう。 

（2）ムラサキイガイ 

ラーバが出現していま

すが、秋から冬生まれの

ラーバの付着はほとんど

ないことが分かっていま

す。 

 

 

付着生物ラーバ情報 

(地独)青森県産業技術センター水産総合研究所 

東青地方水産事務所 

青森市水産振興センター 

発行元：地方独立行政法人 

    青森県産業技術センター 水産総合研究所 

住   所：青森県東津軽郡平内町大字茂浦字月泊10 

TEL：017-755-2155  FAX：017-755-2156 

水産総合研究所ホームページURL 

 ：https://www.aomori-itc.or.jp/soshiki/sui_sougou/ 

海ナビ＠あおもり 全モバイル端末共用QRコード 

図１ ラーバ調査地点 

図2 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔﾗｰﾊﾞ出現数の推移（令和4年10月～令和5年11月） 
 ・平成25年の観察開始から現在までの最大値：西湾 25個体/m3、東湾 10個体/m3 

ユウレイボヤのラーバの本格的な出現はこれから 

図3 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲﾗｰﾊﾞ出現数の推移（令和4年10月～令和5年11月） 
 ・平成27年の観察開始から現在までの最大値：西湾 417個体/m3、東湾 1,650個体/m3 

表1 ラーバ等の出現状況 
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単位：個体/m３

R5.11.1 0.0 0.8 6.7 0.0 0.0 0.0
R5.11.9 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0

久栗坂沖 R5.11.6 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0
R5.11.1 0.0 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0
R5.11.9 0.0 0.0 8.6 0.8 0.0 0.0

野辺地沖
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奥内沖
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